
中宇治地域の新たな市民活動の拠点づくりを
市民協働で進めるためのワークショップの第1回目
を行いました。「活動について考える」がテーマの
今回は、兵庫県尼崎市を中心にさまざまな地域プ
ロジェクトに関わっておられる藤本遼さんによる話
題提供から発想のヒントを得たのち、6班に分かれ
てグループワークを行いました。
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　藤本さんは、尼崎市出身・在住で、「株式会
社ここにある」の代表取締役を務められています。
今回の話題提供では、「面白そう」から始まり地
域を巻き込むこととなった、さまざまなプロジェクトを
紹介していただきました。偶然、仏教寺院の住職
さんと仲良くなり、「お寺でカレーを食べたら面白い
のでは？」と思いつき、「インド文化を学べたらい
い」と発想を広げて始まった「カリー寺」。「いろ
んな人が来たら面白い」けど「まちの活動に障が
い者の姿が見えない」と気づき、従来の行政主
催の活動を大きく変えて始動させた「ミーツ・ザ・
福祉」。いずれも、藤本さんの思いつきや気づき
を契機に始まったものですが、想いを持って取り組
んでいる間に、地域全体のプロジェクトになってい
ったといいます。
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　お話の最後に、「日本には『お客さん』が増え
ているのではないか」と投げかけられました。誰か
が作ってくれて、管理・運営してくれると思うので
はなく、自分のまちに主体的にかかわりを作って
いくことで、行政でなくとも公共のためになる場所
や活動を生み出していけるのだと話してくださいまし
た。今回の参加者の方 も々、活動と発想の斬新
さに驚きつつ、「そんなことから始めていいんだ」と
考え方を切り替えられていました。
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　今回は、世代ごとに6班に分かれ、中宇治地
域で「誰が」「いつ」「何を」できたらいいかにつ
いて話し合いました。ひとりひとりが想像したものを
グループ内で共有し、議論の中でより具体的な活
動をイメージしながら、最終的には各班で２つずつ
「あったらいい活動」を決めて全体に発表しまし
た。グループワーク中には、体を乗り出し、熱心
に意見を交わす姿が見られました。
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　1班は高校生や大学生が中心で、「面白そう」
に忠実なアイデアが多く出てきて、作成されたシー
トはイラストで溢れていました。「交流を通じた体
験」がこの班のキーワードとなっていました。
　同じく学生中心の2班は、参加者のアイデアが
書かれた付箋の数が圧倒的に多く、他の班から
見学に来るほど。アルバイトやボランティア、授業
など学生ならではの経験をもとに、身近な「誰が」
を想像して具体的な議論を進めていました。
　働く世代中心の3班は、参加者同士で互いの
意見を引き出し合いながらワークを進めていました。
また、子育てだけでなく介護なども含めた「ケア」
という話題が出ていたのが印象的でした。
　4班も働く世代が中心で、子育てを中心とした
多世代交流が話題に上がりました。子育て中の
パパが地域との繋がりを持ちづらいという経験か
ら、集まることができる場所があるだけではなく、
大人の得意なことを活かせることが交流を促すの
ではという話になりました。
　シルバー世代の5班は、自身が若かった頃の気
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　最後に、藤本さんより講評をいただきました。6
班が挙げた「本」にふれられ、地域の人が好き
な本を持ち寄って運営する私設図書館や、店主
が日替わりの本屋の事例をご紹介いただきました。
また、3班の「既存のイベントに乗っかる」ことも、
最初何かを始めるためにはいい視点だと指摘され
ました。
　現在の場所や仕組みありきで考えるのでなく、
自分たちがやりたいことを具体的にイメージしていく
ことで、新鮮な視点から拠点に必要なものを考え
られるワークショップとなりました。今回の内容は、
次回以降も立ち返るべきポイントとなっていくでしょ
う。
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持ちを想像しながら、年齢や時間まで具体的に描
いた活動を挙げていました。また、同年代でも、
必ずしも求めるものが同じわけではないという気づ
きを得ていました。
　6班もシルバー世代中心です。早い段階で模
造紙が付箋で溢れ、そこから発展して「誰が、の
部分はほんとにこの人たちだけでいいの？」「こう
いう人もいるのでは？」と、班の中でも質問を投
げかけ合う姿が見られました。
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